
調  査  部  通  信 

№331        ２０２０．２．１３（木）大教組調査部  

府教委「秋季年末闘争」で回答した「新たな休暇制度」の概要  

大教組  取得しやすい制度、要求にもとづく内容の充実ともに、 

取得しやすい職場環境の充実を  

 
 2 月 5 日 、府 教 委 から 府 労 組 連・ 秋 季年 末 闘 争 で 実現 し た 「新 た な 休暇 制 度 」

の 概 要 に つ いて 、 回 答が あ り まし た 。 以下 の ５ つ で す。  

 

  （ １ ）「子 育 て 部 分休 暇 」  （ ２ ）「不 妊 治 療 休 暇」  

  （ ３ ）「ボ ラ ン テ ィア 休 暇 」  (４ )「Ｌ Ｇ Ｂ Ｔ 等 性的 少 数 者の 職 員 の休 暇 」  

（ ５ ）「 障 がい の あ る 職員 の 休 憩時 間 」（分 割 ・ 延 長 でき る 弾 力的 運 用 ）  

 

 

（ １ ）「 子 育 て 部 分 休 暇 」 ← こ の 制 度 の 取 得 条 件 や 申 請 要 件 に つ い て は 、 今 後 、

変 更 に な る 可 能 性 が あ り ま す 。  

対 象  小 学 校 又 は 特別 支 援 学校 の 小 学部 １ ～ ３年 生 の 子 を 養育 す る 職員  

(短 時 間 勤 務・ 臨 時 的 任用 職 員 含む 。 非常 勤 職 員 除 く ) 

取 得 期 間  勤 務 時 間 の 始め 又 は 終わ り に １日 ２ 時 間以 内  

（ １ ５ 分 単 位で 取 得 可）  

取 得 条 件  ※ 部 分 休 業 の取 得 条 件と 同 様 とな る 見 込み  

申 請 要 件  ※ 部 分 休 業 の取 得 条 件と 同 様 とな る 見 込み  

給 与  無 給  

施 行 日  ２ ０ ２ ０ 年 ４月 １ 日 ～  

  

【 府 教 委 と の確 認 事 項】  

 ・本 休 暇 制度 は 、「 小学 生 の 子 を持 つ 親を 対 象 と す る部 分 休 業に 見 合 う新 た な 休

暇 」 と し て 設定 し て いる た め 、子 育 て 部分 休 業 と 同 様の 扱 い とす る 予 定。  

 

 

（ ２ ）「 不 妊治 療 休 暇 」  

対 象  不 妊 治 療 を 受け る 職 員  【 男 女と も に 取得 可 】  

(短 時 間 勤 務・ 臨 時 的 任用 職 員 含む 。 非常 勤 職 員 除 く ) 

取 得 期 間  年 6 日 （ 日 又は 時 間 単位 で 取 得可 ）  

取 得 条 件  以 下 の 治 療 を対 象 と する  

・ 一 般 不 妊 治療 (タ イ ミン グ 法 、排 卵 誘発 法 、 人 工 授精 ）  

・ 生 殖 補 助 医療 （ 体 外受 精 、 顕微 授 精 ）  

申 請 要 件  医 療 機 関 か ら の 『 不 妊 治 療 連 絡 カ ー ド 』、『 所 定 意 見 書 』 等 で 学 校

長 が 確 認  

給 与  無 給  

施 行 日  ２ ０ ２ ０ 年 ４月 １ 日 ～  

備 考  ※ 負 傷 又 は 疾病 に 起 因す る 不 妊 (例 :排 卵 ･卵 管・子 宮因 子 や 男 性因

子 )で 、療 養 す る必 要 が あ り 、勤務 し ない こ と が や むを 得 な いと

医 師 が 判 断 （診 断 書 要） し た 場合 、 病 気休 暇 (有 給 )の取 得 可  



【 府 教 委 と の確 認 事 項】  

  ・『 不 妊 治 療連 絡 カ ード 』に つ い て は、厚 労 省 資 料「 不 妊 治療 」の 様 式 を参 考

と す る 。（ 別紙 （ こ の 通り と は 限ら な い ））  

  ・休 暇 名 が周 囲 に 知ら さ れ るこ と で 、取 得 し に く い状 況 に なる 可 能 性が あ る 。

取 得 の 際 、 本人 の プ ラバ シ ー に 配慮 し た上 で 、 他 の 教職 員 へ の通 知 や 対 応を

行 う こ と 。  

  

【 府 教 委 へ の要 望 】  

  ・「 連 絡カ ー ド 」 等な ど を 提示 し てい て も 、 治 療内 容 や 本人 の 体 調に よ っ て、

急 な 治 療 や 診察 で 休 暇取 得 が 必 要に な るこ と が 予 想 され る 。 その 場 合 は 、治

療 ・ 診 察 後 の領 収 書 など で の 対応 を 検 討せ よ 。  

  ・ 年 6 日は 短 い 。治 療 に よ り異 な るが 、 治 療 に 専念 で き る長 期 の 不妊 治 療 も

検 討 せ よ 。（病 休 休 暇 とせ ず に ）  

 

（ ３ ）「 ボ ラン テ ィ ア 休暇 」  

対 象  常 勤 職 員 、 短時 間 勤 務・ 臨 時 的任 用 職 員、 非 常 勤 職 員含 む  

取 得 期 間  年 ５ 日 (日 単位 の 取 得 ) 

取 得 条 件  報 酬 を 得 な い 社 会 貢 献 活 動 で 、 勤 務 し な い こ と が 相 当 と 認 め ら れ

る 場 合  

例 ）  

・ 地 震 、 暴 風 雨 等 に よ り 相 当 規 模 の 災 害 が 発 生 し た 被 災 地 等 の 支

援 活 動  

・ 障 が い 者 支援 施 設 等で の 活 動 (a) 

・ 障 が い 、 負 傷 又 は 疾 病 で 、 日 常 生 活 に 支 障 が あ る 者 の 介 護 ・ 支

援 活 動 (b) 

申 請 要 件  学 校 長 へ 活 動 場 所 、 活 動 内 容 、 仲 介 団 体 等 に つ い て 記 載 し た 書 面

を 提 示  

給 与  有 給  

施 行 日  ２ ０ ２ ０ 年 ４月 １ 日 ～  

 

【 府 教 委 と の確 認 事 項】  

  ・ 仲 介 団体 等 と は、 ボ ラ ンテ ィ ア セン タ ー や 施 設の こ と 。  

・ 海 外 で の ボラ ン テ ィア 活 動 は現 時 点 では 、 対 象 外 。今 後 、 検討 し て いく 。  

  ・(a)(b)につ い て 、「 どこ ま で の支 援を 範 囲 と す るか 」や「 申 請 の要 件 」に は、

検 討 中 で あ る。  

 

 

（ ４ ）「 Ｌ ＧＢ Ｔ 等 性 的少 数 者 の職 員 の休 暇 」  

対 象  常 勤 職 員 、 短時 間 勤 務・ 臨 時 的任 用 職 員（ 非 常 勤 職 員除 く ) 

取 得 期 間  各 休 日 の 日 数と 同 様  

取 得 可 能 な

休 暇  

○ 特 別 休 暇  
・ 結 婚 休 暇 (a）   ・ 服喪 休 暇 (a）   
・ 妻 の 出 産 休暇 (b)・ 男性 の 育 児参 加 休暇 (b) 
・ 子 の 看 護 休暇   ・ 短期 介 護 休暇  

○ 介 護 休 暇                                  
○ 介 護 時 間  
(い ず れ も 事実 婚 と 同 様に 扱 う )(b＝ 非 常勤 職 員 は 制 度な し ）  

申 請 要 件  パ ー ト ナ ー シッ プ 宣 誓書 受 領 証 (※ )及 び住 民 票 等  

給 与  〇 特 別 休 暇 は有 給 、（ a） は 非 常勤 職 員 も有 給  

〇 介 護 休 暇 、介 護 時 間は 無 給  

施 行 日  ２ ０ ２ ０ 年 ４月 １ 日 ～  

 



【 府 教 委 と の確 認 事 項】  

  ・「 事 実婚 」 は 、 社会 通 念 上そ れ と認 め ら れ る 場合 が 該 当す る 。  

・ 大 阪 府 ･市 民 は 、 そ れ ぞ れ に パ ー ト ナ ー シ ッ プ 制 度 が あ り 受 領 証 発 行 可 能  

で あ る が 、 府外 在 住 者に つ い ては 、 現 在確 認 中 。  

 

（ ５ ）「 障 がい の あ る 職員 の 休 憩時 間 」（分 割 ・ 延 長 の弾 力 的 運用 ）  

対 象  ア 、 身 体 障 がい 者  

イ 、 知 的 障 がい 者  

ウ 、 精 神 障 がい 者  

エ 、 ア ～ ウ の ほ か 、 当 該 職 員 の 特 性 に よ り 特 に 必 要 と 認 め ら れ る

職 員 、 障 が い の あ る 職 員 の う ち 、 早 出 遅 出 勤 務 が 認 め ら れ る

職 員 と 同 様 の定 義  

取 得 期 間  休 憩 時 間 の 分割 及 び 延長 （ 15 分単 位 で 可）  

申 請 要 件  学 校 長 が 職 員か ら の 願書 と 勤 務状 況 を 確認  

給 与  影 響 し な い  
施 行 日  ２ ０ ２ ０ 年 ４月 １ 日 ～  

備 考  ※ 年 度 途 中 でも 申 請 可  

※ 分 割 ・ 延 長し て も 勤務 時 間 (７時 間 ４５ 分 )は 変 わら な い 。  

 例 :勤 務 時間 が ８ ： ３０ ～ １ ７： ０ ０の 場 合 、 休 憩時 間 を 15 分

延 長 し た ら 、１ ７ ： １５ ま で が勤 務 時 間と な る 。  

 

【 府 教 委 と の確 認 事 項】  

  ・ 申 請 は、 育 児 ・介 護 の 早出 遅 出 勤務 と 同 じ 扱 い。  

 ・「 当 該 職 員 の 特 性 に よ り 特 に 必 要 と 認 め ら れ る 職 員 」 と し て 、 精 神 障 が い

者 や 合 理 的 配 慮が 必 要 な 職員 で 、 手 帳交付 を 受 け て い ない 場 合 で も、 医 師

に よ る 診 断 書や 意 見 書が あ れ ば申 請 す るこ と が で き る。  

 ・ 申 請 要 件確 認 の 際は 、 プ ライ バ シ ー保 護 の 観 点 から 、 手 帳の 有 無 や合 理 的

配 慮 の 具 体 的な 内 容 の聞 き 取 につ い て 十分 に 配 慮 す る。  

 ・ 制 度 利 用に つ い ても 、 本 人の 意 志 が尊 重 さ れ る 。  

※ 調 査 部 通 信 3 2 7 号  

「 障 が い の あ る 職 員 の 早 出 遅 出 勤 務 」 と 同 様  

  

 


